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抗原ペプチドと免疫刺激能を有する核酸（CpG-DNA）とのコン

ジュゲート体により抗原特異的な免疫誘導を目指す。このコ
ンジュゲート体は細胞に取り込まれた後、ペプチドが遊離され、
効率よく細胞表面上に抗原提示されるよう設計されている。
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CpG－OVApep 免疫によるE.G7-OVAに対する抗腫
瘍効果。CpG-OVApepを事前免疫しておくと腫瘍の
成長が著しく遅れる。
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